＜赤ちゃんや小さい子供のいる家庭での読み聞かせ支援のツール＞
　　　　　　　　　　対象（時間）：まもなく親になる人，０～３歳児の親子（50分程度）

【ねらい】読み聞かせの体験等を通して，子供に対する読み聞かせの大切さを感じ，自分の子育てに取り入れるきっかけ

とする。
【準備物】主催者：名札，ワークシート，アンケート用紙，筆記用具，絵本（講座場所に絵本がない場合は，図書館で借りるなどして準備する。絵本がある人は持ってきてもらっても良い。）

	時　間
	アクティビティの展開例
	留　　意　　点
	備　考


	:
	〇名札付け（来た順に）
	○全員が名札をつける。（ニックネーム可）
○親子で安全に参加できる「場」づくりに留意する。（ジュータン敷の部屋などを用意。）
	※スケジュールを板書しておく。

※地域の図書館司書や読み聞かせボランティア等と協働して講座を実施してもよい。

	：
（５分）
	○ファシリテーター（学習支援者）
　自己紹介，主旨・ルールなど説明
	○和やかな雰囲気づくりに配慮する。

○写真を撮る場合は，予め了解を取る。（肖像権）
○三つの約束（発言の平等，人の発言を肯定，秘密の

保守），ただし，言いたくないことは話さなくても良い。（パス有り）
	

	：
（10分）
	アイスブレイク（雰囲気づくり）
☆親子で手遊び
☆いろいろなわらべうた
	○初対面の人同士の場合，自由に意見を出し合うためのウォーミングアップとする。
○リズミカルに歌い，和やかな雰囲気をつくる。
	※安全面に十分配慮する。


	：
（５分）
	○タイトル，ねらいを読む。
○赤ちゃんと絵本の出会いを紹介する。
	○絵本の読み聞かせ体験の導入として，「こんなことがあります。一緒にやってみましょう」と声をかける。
	

	：
（15分）
	＜やってみましょう＞
〇親子でファシリテーターの読みきかせを聞く。
〇子供へ絵本の読み聞かせをしてみる。（可能なら）
　　　　　　　　　　　　　（10分）

○感想を交流し合う。
（５分）
	〇おひざにだっこして絵本の読み聞かせを親子一緒に

楽しむ。
※我が子や周りの子供の表情や様子を見守るよう伝える。
（子供のまなざしやしぐさに関心を示すことが成長につ
ながる。）

※読み聞かせに対する反応はそれぞれであることをふまえ，「それでいいんですよ」と声をかけて安心感を与える。
※（絵本の読み方が上手になることが目的ではなく，）読み聞かせが初めからうまくいかないのと同じように子育ては思い通りにいかないことの連続であり，結局は子供を主人公に親は見守っていく存在であるということを伝える。 
▲一冊の本を声に出して回し読みをする。
	▲まもなく親になる人が対象である場合の留意点


	：
（５分）
	＜赤ちゃんが大好きな絵本の紹介＞
○絵本を紹介する。

＜参考資料等の紹介＞
〇必要に応じて参考資料等を紹介する。
	※おすすめの絵本を用意しておき紹介してもよい。

（布絵本やしかけ絵本等も用意しておき紹介する。）
※紹介は一例とし，好きで一緒に読んでみたい本を選ぶように伝える。
※リーフレット等を準備，配布し，紹介しても良い。
○身近にある物事（印刷物，季節など）をことばにして赤ちゃんに語りかけることで，コミュニケーションや「ことば」は育まれることを紹介する。

〇赤ちゃんとのふれあいを感じる方法としてうたをきかせることも効果的であることを紹介する。

○図書館等，絵本と出会える場所を紹介する。

〇講座の目的や参加者の様子に合わせて必要な個所を読んでいく。
	※『赤ちゃん向け絵本ガイド』（広島県読書推進運動協議会）
※『絵本で子育てを楽しく』（文部科学省）

	：
（５分）
	＜学習を振り返りましょう＞
○ワークシートに記入する。
○ファシリテーターの話
	※参加者一人一人に感想を聞いてみても良い。

※絵本の読み聞かせは，義務的に，仕方なしにやるものではなく，親子で絵本を通じて一緒に遊んだり，リラックスする過ごし方の一つとして行ってほしいことを伝える。
	※ワークシートに無理に記入してもらわなくてもよい。

	：
（５分）
	○終了・片付け
○アンケート記入
	→参加者全員で行う。
→アンケート記入者から流れ解散

※片付け，アンケート記入が難しい場合は，無理に行
ってもらわなくてもよい。
	・現状復帰

	〈メモ〉


想定される活用の場面　図書館（おはなし会・絵本についての講座など）　公民館　子育て支援センター　　　子育てサークル　保育所（未入所の子供対象の体験入所を含む。）幼稚園（未入園の子供対象の体験入園）　乳幼児健診の場　病院などでのプレママスクール，マタニティクラスなどの場　ブックスタートの場
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おひざにだっこでおはなししましょう　～絵本をひらいてみませんか？～
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